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学
会
の
原
点

会
　
長
　
　
　
平  

形
　
精  

一

　
昨
年
度
よ
り
野
中
浩
俊
会
長
の
後
任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
組
織
に
よ
っ
て
会
長
の

職
務
は
異
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
本
会
の
先
例
に
倣
え
ば
大
会
当
日
の
挨
拶
だ
け
で
終
わ

る
も
の
と
安
心
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
新
た
な
任
務
発
生
で
す
。

　
さ
て
、
私
が
学
会
に
加
入
し
た
の
は
静
大
に
赴
任
し
た
昭
和
四
十
八
年
で
、
当
時
の
会

長
は
井
上
桂
園
先
生
、
翌
年
よ
り
浅
見
喜
舟
先
生
に
代
わ
り
ま
し
た
。
教
育
学
会
が
誕
生

す
る
十
年
く
ら
い
前
で
す
か
ら
、
教
育
界
の
大
御
所
が
会
を
代
表
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
加
藤
達
成
先
生
監
修
に
よ
る
『
書
写
・
書
道
教
育
史
資
料
』（
昭
和

五
十
九
年
）
は
浦
野
俊
則
先
生
と
共
に
携
っ
た
思
い
出
深
い
著
作
で
す
が
、
第
二
巻
に
は

先
の
お
二
人
に
石
橋
犀
水
先
生
が
加
わ
り
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
る
習
字
教
育
に
つ
い

て
の
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
拝
読
し
ま
す
と
、現
在
の
学
会
の
隆
盛
は
、

昭
和
四
十
三
年
の
小
学
校
の
毛
筆
書
写
や
中
学
校
免
許
状
の
書
道
必
修
化
に
よ
る
大
学
教

員
の
急
増
が
主
た
る
要
因
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。
教
育
関
係
が
独
立
し
て
も
本

会
の
目
的
は
当
初
よ
り
不
変
で
あ
り
、単
な
る
学
術
団
体
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
愛
媛
大
学
の
東
賢
司
先
生
が
学
会
の
歴
史
資
料
が
散
逸
す
る
の
を
案
じ
、

当
時
の
事
情
を
も
明
ら
か
に
す
べ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
意
欲
的
な
取

り
組
み
に
感
謝
し
成
果
を
期
待
し
つ
つ
、
ま
ず
は
任
を
解
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
た
な
ス
タ
ー
ト

理 

事 

長
　
　
　
横  

田
　
恭  

三

　
新
緑
の
季
節
が
過
ぎ
去
り
、
入
梅
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
筆
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
昨
秋
、
埼
玉
大
学
で
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
学
会
と
し
て
の
方
針
を
い
く

つ
か
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、年
二
回
の
会
報
発
行
を
こ
こ
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

主
た
る
目
的
は
、
前
年
度
の
大
会
報
告
と
本
年
度
大
会
の
第
一
次
案
内
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
念
願
の
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
業
者
の
選
定
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
至
る
ま
で
、
鈴
木
晴
彦
常
任
理
事
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
て
く

れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
三
学
会
大
会
は
、
十
月
九
日
～
十
一
日
、
横
浜
国
立
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
学
会
の
総
会
な
ら
び
に
研
究
発
表
は
、第
二
日
目
で
す
。
昨
年
の
埼
玉
大
会
で
は
、

十
三
本
の
研
究
発
表
を
得
る
と
い
う
盛
会
ぶ
り
で
し
た
。
本
年
度
も
首
都
圏
で
の
開
催
に

な
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
多
く
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
毎
回
、
大
会
当
日
に
講
演
会
や
鑑
賞
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
東
賢
司
地
区
担
当
理
事
に
司
会
進
行
役
を
お
願
い
し
、「
本

学
会
に
お
け
る
初
期
の
活
動
」
座
談
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
学
会
設
立
当
初
の
活
動
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
大
半
の
方
々
に
と
っ
て
は
初
め
て
耳
に
す
る
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
三
月
に
発
刊
し
た
『
書
の
古
典
と
理
論
』
に
つ

い
て
一
言
お
話
し
し
て
お
き
ま
す
。
発
刊
直
後
か
ら
大
学
関
係
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
か
ら
注
文
が
舞
い
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
早
く
も
第
四
刷
に
至
り
ま
し
た
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
作
業
が
一
段
落
し
ま
し
た
の
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
活
動
を
ス
ム
ー
ス
に
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
会
員
各
位
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
大
学
書
道
学
会

会　
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全国大学書道学会　平成 26年度（埼玉）大会　次第・総会報告

開 催 日　　　平成 26 年 10 月 11 日（土）
会　　場　　　埼玉大学教育学部
開催大学　　　埼玉大学

●	９：00　受　　付　（参加費　会員 4,000 円　準会員〈大学院生〉2,000 円）

●	９：20　平成 26年度総会／開会式（C １教室）　司　会　事務局

１．開会のことば		  鈴木　晴彦（日本大学）
２．開催大学あいさつ	 埼玉大学	 大橋　修一　先生
３．会長あいさつ		  平形　精一（常葉大学）
４．理事長あいさつ		  横田　恭三（跡見学園女子大学）
５．議事	 議長	 杉浦　妙子（二松學舍大學）
　１）平成 25 年度事業報告 →資料１		  石井　　健（東京学芸大学）
　２）平成 25 年度決算報告 →資料２		  柿木原くみ（相模女子大学）
　３）平成 25 年度監査報告		  計良　裕佳（相模女子大学）
　４）平成 26 年度事業計画（案）→資料３		  石井　　健（東京学芸大学）
　５）平成 26 年度予算（案）→資料４		  柿木原くみ（相模女子大学）
　６）その他
６．報告事項
　１）学会誌について		  小川　博章（淑徳大学）
　２）「書写・書道教育推進協議会」について		  事務局
　３）新入会員紹介 →資料５		  事務局
　４）次年度開催大学について		  事務局
　５）その他
７．閉会のことば		  小川　博章（淑徳大学）

●10：30 ～ 12：45　研究発表　午前の部	
　　　第１会場（C １教室）　司　会：東　　賢司（愛媛大学） 
10：30 ～ 11：00 
　　　秦簡の方折の書風に着眼して	 徳島県立徳島科学技術高等学校講師	 大住諭紀仁 
11：05 ～ 11：35 
　　　唐太宗「温泉銘」考　～裱装上の特性を中心としての一考察～	 埼玉県立越谷北高等学校教諭	 松尾　　治 
11：40 ～ 12：10 
　　　王鐸の行草書における異体を加味した文字について	 新潟大学大学院修士課程２年	 廣木　知佳 
12：15 ～ 12：45 
　　　夏目漱石と王羲之	 帝京大学大学院博士前期課程２年	 河島　由弥 

　　　第２会場（A210 教室）　司　会：永由　徳夫（群馬大学） 
10：30 ～ 11：00 
　　　仮名古筆における書写様式としての重ね書き表現の形成	 帝京大学大学院博士前期課程２年	 高橋　由樹 
11：05 ～ 11：35 
　　　松花堂昭乗筆「長恨歌」の書風に関する一考察	 帝京大学大学院博士前期課程２年	 大平　竜也 
11：40 ～ 12：10 
　　　日本の中世古文書等における執筆体勢に関する考察	 東京大学史料編纂所技術専門職員	 和田　幸大 
12：15 ～ 12：45 
　　　藤田美術館蔵「伝西行筆　続三十六番歌合（宮河歌合）」について　 
　　　　―書写形態にみられる歌合的価値と古筆的価値―	 広島大学非常勤講師	 塩出智代美

●12：45 ～ 13：30　昼食休憩（45 分）

●13：30 ～ 16：10　研究発表　午後の部	
　　　第１会場（C １教室）　司　会：前半／小川　博章（淑徳大学）、後半／森上　洋光（四国大学） 
13：30 ～ 14：00 
　　　戦後の前衛書表現にみられる書道の表現の系譜	 常磐大学非常勤講師	 田畑　理恵 
14：00 ～ 14：30 
　　　書体・書風の多様化に関する一試論　―不自然な書写様態の発生を契機とした展開について―	 安田女子大学助教	 尾川　明穂 
14：30 ～ 15：00 
　　　藤原佐理筆「詩懐紙」の付属文書について	 帝京大学准教授	 福井　淳哉

●15：00 ～ 15：10　休　　憩（10 分）

15：10 ～ 15：40 
　　　阿波の豪商書家　三木雲城の生涯と書	 四国大学教授	 太田　　剛
15：40 ～ 16：10 
　　　鄴城周辺に見られる東魏・北斉墓誌の出土地と隷書再発現の実際	 愛媛大学教授	 東　　賢司

●16：10 ～ 16：20　休　　憩（10 分）
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《 大会記念講演 》	
● 16：20 ～ 17：30　大会記念講演

　　　　　　　　　　演　題　　昭和の書道雑誌出版事情（＊拓本の展示及び解説を含めて。） 
　　　　　　　　　　講　師　　廣瀬　保雄　先生（神田須田町「清雅堂」主人）

●17：30　 閉     会　 閉会の言葉　　副会長　竹之内裕章（佐賀大学名誉教授）

《 三学会合同懇親会 》	
● 18：30　 三学会合同懇親会
　 日　　時　　10 月 11 日（土）　18：30 ～ 20：30 

場　　所　　埼玉大学第１食堂（けやきホール） 
会　　費　　5,000 円（大学院生は 3,000 円）

《 会員書作展 》	
● 会　　期　　10 月 10 日（金） ～ 10 月 12 日（日） 
● 会　　場　　埼玉大学教育学部コモ１号館１階ギャラリー

《 理事会 》	
● 日　　時　　10 月 10 日（金）　18：30 ～ 20：30 
● 会　　場　　浦和ワシントンホテル  12 階  椿山荘

《 総会資料 》� 	

資料１ 　　平成25年度事業報告　→　承認

（平成 25 年）	  ６月 20 日	 平成 25 年度（群馬）大会要項（第 1 次）、会員書作展出品要項、会費払込用紙ほか、発送
	  ７月 19 日	 平成 25 年度（群馬）大会研究発表応募締切日　
	  ７月 28 日	 常任理事会／平成 25 年度（群馬）大会、発表者及び発表順、総会議事案ほか、について
 	  ８月 ９日	 平成 25 年度会員書作展作品送付締切日
	  ９月 15 日	 平成 25 年度（群馬）大会第２次案内ほか、発送
	  ９月 25 日	 学会誌論文投稿申込締切日
	 10 月４～６日	 平成 25 年度会員書作展（群馬大学教育学部）
	 10 月 ４日	 理事会（群馬大会、役割分担確認、総会議事検討）
	 10 月 ５日	 平成 25 年度（群馬）大会（総会、研究発表、大会記念講演）／三学会合同懇親会
	 11 月 15 日	 学会誌投稿論文受付締切日
	 11 月下旬～	 学会誌投稿論文査読

（平成 26 年）	  ２月 １日	 常任理事会（査読結果確認及び学会誌の発行について）
	  ２月～３月	 学会誌編集
	  ３月 15 日	 常任理事会／三学会合同役員会（群馬大会反省、平成 26 年度埼玉大会について）

資料2 　　平成25年度決算報告　→　承認

Ａ：収入の部
　　１）平成 24 年度繰越金	 2,336,424 円
　　２）平成 25 年度会費（213 名）	 1,527,000 円
　　３）雑収入
　　　　預金利子	 208 円
　　　　群馬大会会員書作展協賛費残金	 25,960 円
　　　　群馬大会参加費残金	 40,460 円
　　合　計	 3,930,052 円

Ｂ：支出の部
　　１）群馬大会運営補助費（講師謝礼を含む）	 160,000 円
　　２）理事会費（会議費：141,780 円、交通費：72,210 円）	 213,990 円
　　３）テキスト編集委員会費	 161,400 円
　　４）通信費	 102,250 円
　　５）印刷費（学会誌：262,500 円、会報；120,750 円）	 383,250 円
　　６）事務費（消耗品費、会費払込手数料 20,730 円を含む）	 59,744 円
　　７）予備費（お悔み１件、学会費）	 37,000 円
　　合　計	 1,117,634 円

　　（Ａ）収入	 ―	 （Ｂ）支出	 ＝	 次年度繰越金
　　3,930,052 円	 ―	 1,117,634 円	 ＝	 2,812,418 円

	 上記の通り報告いたします。	 平成 26 年 10 月 11 日	 事務局会計担当	 柿木原くみ　㊞
	 以上相違ありません。	 平成 26 年 10 月 11 日	 監　　　　　査	 大橋　修一　㊞
			   同	 計良　裕佳　㊞
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資料３ 　　平成26年度事業計画（案）→　承認

（平成 26 年）	  ５月 30 日	 学会誌、会報、会費払込用紙、発送
	  ７月 ３日	 平成 26 年度（埼玉）大会、第 1 次案内、会員書作展出品要項、発送
	  ７月 18 日	 平成 26 年度（埼玉）大会研究発表応募締切日
	  ７月 27 日	 常任理事会〈平成 26 年度（埼玉）大会、発表者及び発表順、総会議事案、等 について〉
	  ８月 ８日	 平成 26 年度会員書作展作品送付締切日
	  ９月 ５日	 新規刊行物出版準備委員会（跡見学園女子大学）
	  ９月 13 日	 平成 26 年度（埼玉）大会、第２次案内、発表要旨集、等 発送
	 10 月 １日	 学会誌論文投稿申込締切日
	 10 月 10 ～ 12 日	 平成 26 年度会員書作展（群馬大学教育学部）
	 10 月 10 日	 理事会（埼玉大会、役割分担確認、総会議事検討）
	 10 月 11 日	 平成 26 年度（埼玉）大会（総会、研究発表、大会記念講演）／三学会合同懇親会
	 11 月 15 日	 学会誌投稿論文受付締切日
	 11 月下旬～	 学会誌投稿論文査読
	 12 月下旬	 常任理事会（査読結果確認及び学会誌の発行について）

（平成 27 年）	  １月～３月	 学会誌編集
	  ３月中旬	 常任理事会／三学会合同役員会（埼玉大会反省、平成 27 年度大会について）

資料４ 　　平成26年度予算（案）→　承認

Ａ：収入の部
　　１）平成 25 年度繰越金	 2,812,418 円
　　２）平成 26 年度会費	 1,200,000 円
　　３）『書の古典と理論』印税	 300,000 円
　　４）雑収入
　　　　預金利子	 200 円

　　合　計	 4,312,618 円

Ｂ：支出の部
　　１）埼玉大会運営補助費（講師謝礼を含む）	 180,000 円
　　２）理事会費（会議費：200,000 円、交通費：200,000 円）	 400,000 円
　　３）編集委員会費（新企画）	 300,000 円
　　４）通信費	 200,000 円
　　５）印刷費（学会誌、会報年２回）	 800,000 円
　　６）事務費（消耗品費、会費払込手数料他）	 100,000 円
　　７）予備費	 2,532,618 円

　　合　計	 4,512,618 円

資料５ 　会員異動

《 会　員 》		  鄭　　　卓（了徳寺大学助手）
		  大住諭紀仁（徳島県立徳島科学技術高等学校講師）
		  田村南海子（國學院大學非常勤講師）
		  権田　瞬一（大東文化大学書道研究所客員研究員）
		  髙橋　佑太（大妻女子大学非常勤講師）
		  折川　　司（大東文化大学非常勤講師）
		  浅野　多鶴（愛知教育大学非常勤講師）
		  中村　　薫（大東文化大学人文科学研究所兼任研究員）
《 準会員 》		  石坂彩里沙（群馬大学大学院修士課程）
		  田中　優花（群馬大学大学院修士課程）
		  渡邉　亮太（大東文化大学大学院博士課程）
《 退会・退会申出者 》	 法水　光雄　　池田　史子　　富久　和代
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事
務
局
（
会
計
担
当
）
か
ら
の
お
願
い

　
一
．	�

全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
・
準
会
員
一
覧
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
同
封

の
会
員
原
票
に
記
入
の
上
、
六
月
末
日
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
・	�



会
員
各
位
の
所
属
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本
人
の
申
出
が
な
い
限
り
、
事
務
局

で
の
修
正
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
変
更
の

申
出
が
な
い
場
合
は
入
会
時
の
所
属
の
ま
ま
の
記
載
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　
・	�



所
属
に
つ
き
ま
し
て
、
会
報
に
は
職
階
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
非
常

勤
講
師
を
兼
任
さ
れ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
一
校
の
み
の
掲
載
と
い
た
し
ま
す
。

　
二
．	�

年
会
費
納
入
に
つ
き
ま
し
て
、
会
員
書
作
展
協
賛
費
と
混
同
さ
れ
る
方
や
、
年

会
費
未
納
の
ま
ま
会
員
書
作
展
協
賛
費
の
み
納
入
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
は
実
験
的
に
、
年
会
費
納
入
の
振
込
用
紙
に
会
員
書
作
展
協
賛
費
分
を

合
わ
せ
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
会
員
書
作
展
出
品
者
は

年
会
費
と
合
わ
せ
て
、
八
月
十
五
日
ま
で
に
振
込
み
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　
三
．	�

新
入
会
員
の
推
薦
・
勧
誘
を
お
願
い
し
ま
す
。
入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
事
務
局
（
会
計
担
当
）・
相
模
女
子
大
学
・
柿
木
原
く
み
宛
に
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
願
い
し
ま
す
。
入
会
申
込
書
は
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
．	�
住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
左
記
へ
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
開
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
　
　
　
鈴  

木
　
晴  

彦

　
こ
の
た
び
待
望
の
Ｈ
Ｐ
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。今
後
順
次
改
善
し
て
ゆ
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
本
年
度
の
大
会
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
よ
り
要
望

を
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
会
申
込
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

〒
252-

0383  

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
文
京
二
丁
目
一
番
一
号

	

　
相
模
女
子
大
学   

柿
木
原
く
み  

宛

学会ホームページ開設にあたって

新着情報

　これまで長らく念願となっていた当学会のホームページがここに開設されました。
　今後は、年二回発行の会報とともに、このホームページが学会の重要な情報発信源となります。会員各位のご協力
を得ながら、学会公式ホームページとしての役割を果たしていきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

全国大学書道学会理事長
　 横田恭三

全国大学書道学会
ホーム　　　 学会案内　　　 会員への情報	　　　 アーカイブ　　　 入会申込　　　 関連リンク

　　　2015 年 06 月 01日　ホームページを公開いたしました。　NEW

全国大学書写書道教育学会

書学書道史学会

お問い合わせ

Copyright © 全国大学書道学会 All Rights Reserved.

>

全国大学書道学会サイト U R L
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全国大学書道学会　平成 27年度（横浜）大会　第 1次案内

　下記の要領で、全国大学書道学会平成 27 年度（横浜）大会を開催します。ふるってご参加、研究発表のご応募、
会員書作展へのご出品をいただきたくご案内申し上げます。

１）主　　催　　全国大学書道学会
２）開催大学　　横浜国立大学
３）開 催 日　　平成 27 年 10 月 10 日（土）
４）大会会場　　横浜国立大学教育人間科学部
　　　　　　　　〒 240-8501　神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 79 － 2
５）参 加 費　　4,000 円　＊準会員（大学院生）は 2,000 円
６）日　　程　　（予定 ＊発表件数により変動する場合があります。）
　　　　　　　　　９：00	 受　付
　　　　　　　　　９：30 ～ 10：30	 開会式・総会
　　　　　　　　　10：30 ～ 12：00	 研究発表（1）
　　　　　　　　　12：10 ～	 昼　食
　　　　　　　　　13：30 ～ 15：05	 研究発表（2）
　　　　　　　　　15：20 ～ 17：00	 公開座談会「初期の学会活動」（仮）
　　　　　　　　　17：00	 閉　会
７）研究発表の募集

　大会における研究発表を希望する会員（含、準会員）は、下記の要領を確認の上、発表要旨を期日までに事務
局（庶務担当）宛に郵送または e-mail 添付ファイルにてお送りください。内容は未発表のものに限ります。応募
者には後日、発表の可否を連絡いたします。なお、共同研究の場合、発表者以外の方が会員でない場合でも発表
は可能です。
　＜注意＞	�研究発表は、発表資料を利用して行っていただきます。発表後、学会誌へ投稿される場合には、完成

原稿（３部）を 11 月 15 日（日）までに事務局（庶務担当）宛に送付願います。
　（1）	� 発表要旨
　　 ・	�要旨には、研究の意義・ねらい、方法、結論等を簡潔に記すこと。
　　 ・	�体裁は、word 文書Ａ４標準設定、縦置き縦書き、上下２段組。１段は、縦 33 字、横 23 行、10.5 ポイン

トで設定。
　　 ・	�要旨は上段に記載し、最初の４行に、タイトル、所属機関名及び役職・発表者氏名（共同研究の場合は全

員）を記し、本文は 500 字以上 627 字（19 行）以内としてください。
　　 ・	�下段には、発表者氏名、郵便番号、住所、電話（FAX）番号、e-mail アドレスを付記してください。会場

施設の都合により、発表の際に使用するノートパソコンは各自ご用意ください。
　（2）	 �申込締切	 ７月 17日（金）必着

　（3）	� 送 付 先	 〒 184-8501　東京都小金井市貫井北町 4 － 1 － 1　東京学芸大学書道研究室内
			   電話／ FAX 042 － 329 － 7611 　e-mail  tishii@u-gakugei.ac.jp 
			   全国大学書道学会事務局　石井　　健　宛
			   ＊ e-mail で送付される場合は、念のため、送付した旨を郵便または FAX でご一報ください。

８）学会誌への投稿

　大会における研究発表を経ずに、学会誌『大学書道研究』に研究論文を投稿される際は、学会誌掲載の執筆要
項を確認の上、上記（1）にならった論文要旨を10月１日（木） まで に事務局（庶務担当）宛に送付いただき、
完成原稿（３部）は11月 15日（日）まで に事務局（庶務担当）宛に送付願います。
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９）会員書作展

　会員作品展を以下のように開催いたします。ふるってご出品ください。出品する会員・準会員は、下記の要領
によってお申し込みください。詳細は、同封別紙の出品要項をご覧ください。

　（1）会　　期	 10 月９日（金）～ 10 月 11 日（日）

　（2）会　　場	 横浜国立大学教育人間科学部内

　（3）協 賛 費	 7,000 円（作品表装等の費用として）

　（4）作品規格	 同封別紙「全国大学書道学会会員書作展出品要項」でご確認ください。

　（5）内　　容	 自由

　（6）送付締切	 ８月20日（木）必着    ＊協賛費を払込の上、作品、出品票を同封のこと

　（7）送 付 先	 〒 240-8501　神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 79 － 2　電話  045‐339‐3540

		  横浜国立大学教育人間科学部　青山　浩之　宛

		  ＊�なお、本年度は実験的に、年会費納入の振込用紙に会員書作展協賛費（作品出品者のみ）

を合わせて納入していただくようにしました。

		  ＊出品作品は開催大学にご寄贈いただくことになりますのであらかじめご了承ください。

10）大会記念講演  「初期の学会活動」（仮）

11）懇親会

　　 日　　時　　10 月 10 日（土）　18：00 ～ 20：00　＊予定

　　 場　　所　　第２次案内でお知らせいたします。

　　 会　　費　　第２次案内でお知らせいたします。

12）理事会   常任理事、理事（地区担当、会務担当）はご出席ください。

　　 日　　時　　10 月９日（金）　18：30 ～ 20：30　＊予定

　　 会　　場　　別途ご案内いたします。

13）宿泊・昼食のご案内  ＊会場への交通については同封別紙をご参照ください。

［お問合せ］	 �研究発表、大会に関するお問合せは、

		  学会事務局庶務担当（石井　健／東京学芸大学／e-mail  tishii@u-gakugei.ac.jp　FAX 042－329－7611）

		  大会に関するお問合せは、下記開催大学担当者まで e-mail でお願いいたします。

		  横浜国立大学教育人間科学部　青山　浩之（あおやま　ひろゆき）

		  e-mail  aoyama@ynu.ac.jp　電話 045‐339‐3540

本学会と併せて、下記の学会等が開催されます。（ただし、参加費は別扱いです。）

　＊ 10 月 ９日（金）	 12：00 ～　日本教育大学協会（教大協）全国書道教育部門会役員会

	 13：30 ～　日本教育大学協会（教大協）全国書道教育部門会

	 17：30 ～　全国大学書写書道教育学会理事会

	 18：30 ～　全国大学書道学会理事会

　＊ 10 月 10 日（土） 	 9：00 ～　全国大学書道学会

	 18：00 ～　三学会合同懇親会（記念撮影を含む）

　＊ 10 月 11 日（日）	  9：00 ～　全国大学書写書道教育学会
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昨
年
度
の
埼
玉
大
会
の
総
会
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
「
全
国
大
学
書
道
学
会
の
初
期
の
活
動
」
に
つ
い
て
資
料
収
集
・
資
料

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
本
学
会
は
長
い
歴
史
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
が
、

い
つ
頃
発
足
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
い
う

問
題
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
常
任
理
事
の
石
井
健
先
生
も

同
じ
意
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
時
々
話
題
に
し
て
い
ま
し
た
。
学
会
発
足
時
か
ら
昭

和
四
十
五
年
ま
で
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
情
報
し
か
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ

と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
学
会
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
先
生
方
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
、
確
認
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
こ
と
や
、
日
本
教
育
大
学
協
会
の
書

道
部
門
会
（
通
称
二
部
会
）
と
の
明
確
な
区
分
が
付
け
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
遡

っ
て
調
べ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
を
放
置
し

て
お
く
と
、
ど
ん
ど
ん
知
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
断
片
的
で
も
か
ま
わ
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
取
り
か
か
り
、
資
料
を
収
集
し

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
潟
大
学
教
授
で
本
学
会
の
常
任
理
事
で
も
あ
っ
た
故
鶴
田
一
雄
先
生
も

調
査
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
鶴
田
先
生
の
ご
遺
志
も
受
け
継
ぎ
、
若
手
の
研
究

者
に
も
学
会
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
大
会
の
前
に
、
本
学
会
理
事
長
の
横
田
恭
三
先
生
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
学
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
よ
う
と
判
断
し
て
い
た
だ
き
、
常
任
理

事
会
等
で
了
承
を
取
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
最
も
大
き
な
問
題
は
、
ど
こ
に
関
連
資
料
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
幸
い
な

こ
と
に
、
長
く
学
会
の
事
務
局
を
担
当
さ
れ
て
い
た
浦
野
俊
則
先
生
（
当
時
の
勤
務

先
は
二
松
學
舎
大
學
、
現
植
草
学
園
大
学
学
長
）
の
所
に
、
資
料
を
保
存
し
て
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、段
ボ
ー
ル
箱
に
何
箱
も
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。ま
た
、

平
形
精
一
先
生
や
鈴
木
晴
彦
先
生
に
も
資
料
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
存
じ
の
先
生
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の
学
会
誌
は
、
日
本
書
道
教
育

学
会
の
『
書
学
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
表
紙
を
変
え
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

浦
野
先
生
は
そ
の
『
書
学
』
の
取
材
編
集
も
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
い
時
期
の

資
料
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
学
会
設
立
日
は
昭
和
三
十
四
年
六
月
十
二
日
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
第
一
回
総
会
・
大
会
は
、
京
都
市
の
京
都
学
芸
大
学
（
現
在

の
京
都
教
育
大
学
）
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
会
は
、
今
年
で
五
十
七
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
な
資
料
整
理
と
公
開
も
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
二
度
の

座
談
会
を
行
う
予
定
で
す
。
一
度
は
、「
昭
和
四
十
年
～
昭
和
五
十
年
代
ま
で
の
学
会

活
動
に
つ
い
て
」、
二
度
目
は
「
昭
和
の
学
会
活
動
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
仮
題
で
す
が
、
二
度
目
の
座
談
会
は
公
開
と
し
、
十
月
十
日
の
横
浜
大
会
で

実
施
い
た
し
ま
す
。
古
い
資
料
の
中
か
ら
興
味
深
い
も
の
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

い
ま
す
。
い
つ
も
の
学
会
講
演
会
と
は
雰
囲
気
の
異
な
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 
全
国
大
学
書
道
学
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　

 

「
初
期
の
学
会
活
動
」
に
関
わ
る
公
開
座
談
会
開
催
に
つ
い
て

理
　
事
　
　
　
東 

　
　 

賢  

司


